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２……… トピックス 「文部科学省  平成28年度優良公民館表彰受賞　出雲崎町中央公民館」
３……… 視 点 「子ども会育成活動の果たす役割」

　　一般社団法人　新潟県子ども会育成連合会　顧問　武士俣　昭司
ひ ろ ば 「私の公民館活動」　新発田市中央公民館運営審議会副委員長　鈴木　光子
掲 示 板 「第１回理事会、評議員会の開催予告」

6……… 実践記録シリーズ 「ふるさと新潟大好き！農業体験」 新潟市アグリパーク
7……… サークル交流 「一服のお茶を静かな心で」（十日町市）／「自然を活かした作品づくり」（阿賀野市）

素 顔 拝 見 竹野　瑞奈さん（新潟市）／小林　　稔さん（聖籠町）

８……… お元気ですか 「地域活動のお手伝いを通して」 上越市・横尾　篤子さん
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特
集4〜5 新年度の活動に向けて  組織、事業、予算、負担金について

魚沼の伝統工芸　「大沢和紙」作り教室（魚沼市）
手漉き和紙作りの体験を交えた楽しい親子講座



2２月22日㈬　生涯学習協会役員会　曽野木地区公民館　事務局長出席 ひとくち情報

▶
T
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文
部
科
学
省  

平
成
28
年
度
優
良
公
民
館
表
彰
受
賞 

出
雲
崎
町
中
央
公
民
館

　

第
69
回
全
国
優
良
公
民
館
に
出

雲
崎
町
中
央
公
民
館
が
選
ば
れ
ま

し
た
。

　
平
成
29
年
３
月
１
日（
水
）に
文
部

科
学
省
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
、佐
藤

享
出
雲
崎
町
中
央
公
民
館
長
が
出
席

し
、義
家
文
部
科
学
副
大
臣
か
ら
表

彰
状
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
表
彰
は

全
国
73
館
で
新
潟
県
１
館
で
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、「
特
に
事
業
内
容
・

方
法
等
に
工
夫
を
こ
ら
し
、地
域
住

民
の
学
習
活
動
に
貢
献
し
て
い
る
も

の
」が
受
賞
対
象
に
な
り
、今
回
は

「
小
・
中
学
校
の
良
寛
学
習
や
成
人

対
象
の
良
寛
講
座
の
開
催
な
ど
、伝

統
文
化
が
地
域
の
宝
と
し
て
継
承
さ

れ
る
よ
う
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

る
」こ
と
等
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

佐
藤
館
長
は「
日
ご
ろ
の
町
民
の

皆
さ
ま
の
活
動
や
取
組
に
敬
意
を
表

す
る
と
と
も
に
、今
後
も
更
な
る
特

色
あ
る
公
民
館
活
動
を
展
開
し
、地

域
の
活
性
化
に
結
び
付
け
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。」と
述
べ
ま
し
た
。

　

出
雲
崎
中
央
公
民
館
、関
係
者
の

み
な
さ
ま
、受
賞
を
心
か
ら
お
祝
い

申
し
上
げ
ま
す
。
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
過
去
20
年
間
は
、次

の
市
町
村
・
館
等
が
受
賞
し
て
い

ま
す
。

　
平
成
９
年
度

　
　
新
潟
市
中
地
区
公
民
館

　
平
成
10
年
度

　
　
糸
魚
川
市
中
央
公
民
館

　
平
成
11
年
度

　
　
柏
崎
市
柏
崎
公
民
館

　
平
成
12
年
度

　
　
新
潟
市
坂
井
輪
地
区
公
民
館

　
平
成
13
年
度　
該
当
な
し

　
平
成
14
年
度

　
　
新
潟
市
東
地
区
公
民
館

　
平
成
15
年
度

　
　
紫
雲
寺
町
中
央
公
民
館

　
平
成
16
年
度

　
　
新
潟
市
関
屋
地
区
公
民
館

　
　
小
須
戸
地
区
公
民
館

　
平
成
17
年
度

　
　
湯
沢
町
公
民
館

　
平
成
18
年
度

　
　
新
潟
市
北
地
区
公
民
館

　
平
成
19
年
度

　
　
新
潟
市
西
地
区
公
民
館

　
平
成
20
年
度　
該
当
な
し

　
平
成
21
年
度

　
　
燕
市
中
央
公
民
館

　
平
成
22
年
度　
該
当
な
し

　
平
成
23
年
度

　
　
新
潟
市
鳥
屋
野
地
区
公
民
館

　
　
阿
賀
町
公
民
館

　
平
成
24
年
度

　
　
長
岡
市
中
央
公
民
館

　
平
成
25
年
度

　
　
三
条
市
中
央
公
民
館

　
平
成
26
年
度

　
　
長
岡
市
ま
ち
な
か
キ
ャ
ン
パ
ス

　
平
成
27
年
度

　
　
刈
羽
村
公
民
館

　
　
村
上
市
中
央
公
民
館

　
平
成
28
年
度

　
　
出
雲
崎
町
中
央
公
民
館

新潟市西区平島1301番地 中野プラザ107　新潟県公民館連合会 025-266-7711950-2004

公民館月報　定価１部160円　年間1,920円（いずれも送料含む）

「新潟県公民館月報」　毎月 15 日発行
いつでも申込み受付中
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3 ひとくち情報 ３月15日㈬　月報３月号発行

ひろばひろば

掲示板 HOT NEWS
　今年度の第１回理事会、評議員会は次のとおり開催するこ
とになりました。正式な開催案内は別途送付しますが、開催
会場や旅費の扱いが例年と異なる点がありますので開催予告
としてお知らせします。
　新潟県公民館連合会　第１回理事会、評議員会
　１　開催日時　平成29年５月19日（金）
　　　　理事会　10時～ 12時　評議員会　13時～ 16時
　２　会　　場　新潟市東地区公民館
　　　　〒950-0083 新潟市中央区蒲原町７- １
　　　　（東地区総合庁舎３階）TEL 025-241-4119

　　　　＊ 新潟駅から徒歩15分くらいです。庁舎前の駐車
場は使用できません。交通等を含めて詳細は別途
案内します。

　３　主�な協議題　⑴役員改選について　⑵平成29年度事
業、予算等について　⑶負担金見直しについて

　　　　⑷県大会運営について
　４　そ の 他　⑴評議員会と同日開催の理事会出席者の旅

費は、各市町村で負担をお願いすることになりまし
たので留意してください。　⑵情報交換会を新潟駅
前で開催します。

一般社団法人　新潟県子ども会育成連合会
顧問　武士俣　昭司

　

私
は
平
成
13
年
度
か
ら
保
育
現
場

か
ら
公
民
館
へ
異
動
と
な
り
、兼
ね

て
か
ら
社
交
ダ
ン
ス
を
希
望
し
て
い

た
方
々
と
、土
曜
日
の
午
後
８
名
程

で
開
始
。
翌
年
か
ら
同
会
場
で
近
郊

の
方
々
に
呼
び
か
け
パ
ー
テ
ィ
ー
を

開
催
。
現
在
は
16
名
に
増
え
、１
月

と
４
月
に
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開

催
し
４
月
は
１
０
０
名
程
が
参
加
し

触
れ
合
っ
て
い
ま
す
。
毎
年
芸
能
祭

が
11
月
に
開
催
さ
れ
る
の
で
普
段
の

練
習
も
技
術
向
上
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
中
央
の
会
議
の
中
で
他
の
地
区

で
の
土
曜
学
習
を
聞
き
ま
し
た
。
そ

の
意
見
交
換
の
成
果
が
生
か
さ
れ
、

紫
雲
寺
地
区
で
も
取
り
組
み
ま
し

た
。
大
き
な
成
果
が
見
ら
れ
て
児
童

や
生
徒
の
姿
が
多
く
参
加
し
て
活
気

が
あ
る
施
設
に
変
り
ま
し
た
が
、職

員
の
皆
さ
ん
の
負
担
が
増
え
な
け
れ

ば
と
思
い
つ
つ
嬉
し
く
思
っ
て
い
る

こ
の
頃
で
す
。

あ
り
ま
す
が
、過
去
を
語
る
の
で
な

く
育
成
指
導
者
も
、子
ど
も
た
ち
と

共
に
学
び
、子
ど
も
た
ち
と
共
に

日
々
切
磋
琢
磨
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
時
代
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
日
の
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
情
報

社
会
の
目
ま
ぐ
る
し
い
発
達
は
、社

会
に
歪
み
を
起
こ
し
、い
ろ
ん
な
社

会
問
題
を
起
こ
し
て
い
ま
す
。
そ
う

し
た
も
の
に
も
対
応
し
な
が
ら
、子

ど
も
会
活
動
で
は
、学
校
で
教
え
る

こ
と
が
難
し
い
と
言
わ
れ
る
体
験
学

習
や
日
常
生
活
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
大
切
さ
な
ど
、子
ど
も
会
の

異
年
齢
集
団
生
活
を
通
し
て
、個
々

の
人
と
し
て
の
交
わ
り
方
や
ル
ー

ル
、リ
ー
ダ
ー
と
し
て
ど
う
関
わ
る

か
な
ど
を
学
ぶ
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
の
津
波
で
釜
石
の

奇
跡
と
言
わ
る
生
存
率
99・
8
％
は
、

ま
さ
に
日
頃
の
子
ど
も
活
動
で
培
っ

た
も
の
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

　

公
益
社
団
法
人
全
国
子
ど
も
会
連

合
会
で
は
、安
全
啓
発
教
育
に
力
を

入
れ
て
お
り
ま
す
。危
な
い
か
ら
、危

険
だ
か
ら
と
言
っ
て
さ
せ
な
い
の
で

な
く
、そ
れ
ら
危
険
の
予
知
、ト
レ
ー

ニ
ン
グ（
Ｋ
Ｙ
Ｔ
）に
よ
っ
て
危
険
を

避
け
る
こ
と
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　

災
害
な
ど
突
発
的
事
象
に
対
し

て
、自
己
判
断
の
重
要
性
と
、自
助
能

力
の
高
め
る
教
育
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

昔
の
子
ど
も
は
、異
年
齢
集
団
で

野
山
を
駆
け
巡
り
、自
然
の
中
で
そ

れ
ら
を
学
ん
で
い
た
の
で
す
。
現
代

社
会
で
は
、そ
の
自
然
の
中
で
学
ぶ

環
境
が
少
な
く
な
り
、大
人
の
価
値

観
の
押
し
つ
け
で
、子
ど
も
た
ち
が

自
分
で
判
断
し
、選
択
す
る
能
力
を

摘
み
取
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
自
主
性
を
育
て
、

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
育
む
こ

と
が
、子
ど
も
会
育
成
活
動
だ
と
私

は
思
っ
て
居
り
ま
す
。

　

私
は
、子
ど
も
会
育
成
活
動
に
関

わ
っ
て
29
年
経
ち
ま
し
た
。
は
じ
め

の
頃
の
子
ど
も
会
活
動
は
、主
に

キ
ャ
ン
プ
な
ど
ア
ウ
ト
ド
ア
が
主
体

の
活
動
で
し
た
。
昨
今
の
社
会
情
勢

の
変
化
の
中
で
、子
ど
も
会
活
動
の

あ
り
方
も
見
直
さ
れ
て
来
ま
し
た
。

そ
れ
は
、子
ど
も
た
ち
が
社
会
性
を

身
に
付
け
、時
代
を
担
う
子
ど
も
た

ち
の
育
成
が
要
請
さ
れ
る
時
代
と

な
っ
て
来
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

戦
後
70
余
年
を
経
て
、子
ど
も
た

ち
の
社
会
環
境
も
大
き
く
様
変
わ
り

を
し
ま
し
た
。
パ
ソ
コ
ン
の
普
及
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
発
達
な
ど
で
情
報

網
の
変
化
が
著
し
く
、そ
れ
に
育
成

指
導
者
が
つ
い
て
行
け
な
い
現
状
も

「
子
ど
も
会
育
成
活
動
の
果
た
す
役
割
」

新発田市中央公民館
運営審議会副委員長  

鈴木　光子

「私の公民館
� 活動」

第１回理事会、評議員会の開催予告

№770（第３種郵便物認可）  平成29年４月15日 



4３月18日㈯　生涯学習協会合同役員会　万代市民会館　事務局長出席 ひとくち情報

特
集

　

新
年
度
事
業
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
先
月
３
月
号
に
掲
載

さ
れ
ま
し
た
の
で
、今
号
で
は
公
民
館
連
合
会
の
組
織
、県
公

連
事
業
と
地
区
公
連
事
業
、そ
れ
ら
の
予
算
措
置
、予
算
の
裏

付
け
に
な
る
市
町
村
の
負
担
金
に
つ
い
て
、現
状
を
述
べ
、新

年
度
の
展
望
を
私
な
り
に
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

１　
新
潟
県
公
民
館
連
合
会（
県
公
連
）の
組
織

　

県
公
連
の
組
織
は
県
公
連
と
各
地
区
公
連
で
組
織
さ
れ
て

い
ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
の
役
員
は
市
町
村
中
央
公
民
館
長（
中
越

地
区
は
主
事
代
表
も
加
わ
る
）で
す
。県
公
連
は
各
地
区
選
出

の
理
事
８
人
の
理
事
会
と
全
中
央
公
民
館
長
30
人
で
構
成
さ

れ
る
評
議
員
会
で
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

県
公
連
→
地
区
公
連（
上
越
地
区
、中
越
地
区
、下
越
地

区
、新
潟
市
）→
30
市
町
村
各
公
民
館

　

地
区
公
連
は
全
中
央
公
民
館
長
で
構
成
さ
れ
る
代
議
員
会

を
中
心
に
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。
新
潟
市
は
平
成
27
年
度
か

ら
地
区
扱
い
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
が
、主
催
大
会
の
運
営
協
議
、予
算
措
置
、表
彰

推
薦
、研
修
会
開
催
な
ど
重
要
事
項
を
審
議
、決
定
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、県
公
連
は
上
部
組
織
の
関
ブ
ロ
公
連（
11
都
県
）と

全
国
公
連
と
連
携
し
て
い
ま
す
。

２　
県
公
連
と
地
区
公
連
の
主
な
事
業

　
県
公
連
で
は
主
な
事
業
と
し
て
次
の
４
つ
が
あ
り
ま
す
。

　
　
１　
県
公
民
館
大
会
開
催

　
　

２　
公
民
館
月
報
発
行

　
　
３　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
情
報
提
供

　
　
４　
公
民
館
職
員
研
修
事
業

　
地
区
公
連
で
は

　
　
１　
地
区
公
民
館
大
会
の
開
催

　
　

２　
職
員
研
修
会
開
催

　

が
主
な
事
業
で
す
。
ど
ち
ら
も
職
員
の
資
質
向
上
の
た
め

に
は
無
く
て
は
な
ら
な
い
事
業
だ
と
思
い
ま
す
。

　

中
越
、下
越
地
区
で
は
各
教
育
事
務
所
社
会
教
育
課
に
事

務
局
が
あ
り
担
当（
副
参
事
）者
に
事
務・
庶
務
を
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。あ
り
が
た
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

３　
予
算
措
置

　

各
地
区
の
職
員
研
修
が
重
要
な
位
置
づ
け
で
あ
る
こ
と
か

ら
県
公
連
の
予
算
の
中
か
ら
研
修
事
業
費
補
助
金
と
し
て
予

算
措
置
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

上
越
地
区
８
万
円
、中
越
地
区
12
万
円
、下
越
地
区
12
万

円
、新
潟
市
12
万
円

　

各
地
区
で
は
、職
員
研
修
会
の
開
催
費
と
し
て
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。ま
た
、全
公
連
公
民
館
職
員
セ
ミ
ナ
ー
で
は
参
加

者
に
総
額
３
万
円
が
補
助
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

公
民
館
職
員
の
資
質
向
上
の
た
め
に
は
必
要
な
事
業
で
あ

り
ま
す
の
で
今
後
も
継
続
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

県
公
連
事
業
の
予
算
措
置
に
つ
い
て
は
、平
成
29
年
度
の

市
町
村
負
担
金
の
総
額
が
減
額
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、理
事

会
の
理
事
旅
費
の
う
ち
単
独
開
催
の
１
回
を
除
き
評
議
員
会

と
同
日
開
催
の
２
回
分
の
旅
費
を
カ
ッ
ト
し
ま
し
た
。ま
た
、

関
ブ
ロ
に
は
正
副
会
長
全
員
が
参
加
す
る
予
算
措
置
を
副
会

長
３
人
分
を
カ
ッ
ト
し
ま
し
た
。
ま
た
、慣
例
と
し
て
支
払

い
を
し
て
い
た
出
張
の
日
当
は
全
額
カ
ッ
ト
し
ま
し
た
。
そ

の
他
、印
刷
費
、光
熱
費
、月
報
取
材
費
等
も
一
部
減
額
し
ま

し
た
。

　

予
算
総
額
が
１
３
6
、１
０
０
円
の
減
で
す
か
ら
や
む
を

得
な
い
予
算
編
成
で
す
が
、今
年
度
開
催
予
定
の「
負
担
金
見

直
し
検
討
委
員
会
」で
十
分
な
協
議
が
必
要
で
す
。

４　
市
町
村
の
負
担
金

　

各
市
町
村
の
負
担
金
を
認
定
す
る
機
関
と
し
て「
新
潟
県

公
民
館
振
興
市
町
村
連
盟
」と
い
う
組
織
が
あ
り
ま
し
た
。こ

の
組
織
は
現
在
、市
長
会
、町
村
長
会
に
引
き
継
が
れ
、負
担

№770（第３種郵便物認可）  平成29年４月15日 

会長　早川 寿男（上越地区公連会長）

新
年
度
の
活
動
に
向
け
て  

組
織
、事
業
、予
算
、負
担
金
に
つ
い
て
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金
は
そ
れ
ら
の
総
会
で
承
認
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

県
公
連
を
は
じ
め
と
す
る
法
令
外
団
体
の
団
体
は
県
全
体

で
32
団
体
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
が
市
町
村
に
負
担
金
を
要
請
し

て
い
ま
す
。負
担
金
額
が
承
認
さ
れ
る
前
段
階
、金
額
の
妥
当

性
を
審
議
す
る
会
議
で
、市
長
会
、町
村
会
の
代
表
で
組
織
さ

れ
る
小
委
員
会
で
要
請
額
を
審
議
し
て
総
会
に
あ
げ
て
承
認

さ
れ
と
い
う
流
れ
が
あ
り
ま
す
。県
公
連
で
は
、昭
和
25
年
の

設
立
以
来
66
年
間
に
わ
た
っ
て
市
町
村
か
ら
負
担
金
を
い
た

だ
き
、会
を
運
営
し
て
き
ま
し
た
。（
県
公
連
事
務
局
調
べ
）

　

平
成
29
年
度
の
負
担
金
に
つ
い
て
は
、昨
年
11
月
に
示
し

た
負
担
金
額
が
了
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
そ
れ
に
基
づ
い

た
予
算
案
が
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
該
年
度
は
こ
れ
に
よ

り
運
営
さ
れ
ま
す
が
、来
年
度
以
降
の
負
担
金
は
見
直
し
を

図
る
た
め「
負
担
金
見
直
し
検
討
委
員
会
」（
理
事
８
人
で
構

成
）で
検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、事
務
局
か
ら
各
市
町
村
中
央
公
民
館
長
に「
負
担
金

見
直
し
の
案
」を
ア
ン
ケ
ー
ト
中
で
す
。４
月
中
に
回
答
が
あ

り
ま
す
の
で
集
計
し
、５
月
の
第
１
回
理
事
会
で
協
議
い
た

し
ま
す
。そ
の
結
果
、改
正
案
に
つ
い
て
は
同
日
午
後
の
評
議

員
会
に
示
し
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
お
聞
き
し
ま
す
。

　

見
直
し
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、現
状
容
認
で
は

な
く
各
市
町
村
の
平
均
割
の
改
善
等
何
ら
か
の
見
直
し
を
提

案
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
承
知
の
よ
う
に
、通
常
、予
算
は
一
度
減
額
を
す
る
と
、

次
年
度
で
負
担
金
額
が
増
え
る
こ
と
は
市
長
会
、町
村
長
会

で
承
認
さ
れ
る
こ
と
に
は
困
難
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
の
点

も
含
め
て
、事
業
の
見
直
し・
点
検
、予
算
措
置
の
妥
当
性
も

協
議
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

５　
県
公
連
の
位
置
づ
け

　

県
公
連
は
県
内
市
町
村
公
民
館
の
活
動
を
推
進
し
、支
援

す
る
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。２

で
示
し
た
県
公
連
の
事
業
は
、そ
れ
ぞ
れ
が
市
町
村
の
公
民

館
活
動
の
推
進
や
情
報
提
供
を
す
る
と
い
う
意
味
を
持
っ
て

い
ま
す
。

　
関
係
団
体
と
の
連
携
で
は

　

⑴
県
社
会
教
育
関
係
団
体
懇
話
会（
社
団
懇
）10
団
体
の
メ

ン
バ
ー
で
す
。
社
団
懇
と
は
、県
内
全
域
で
組
織
的
に
社

会
教
育
活
動
を
行
っ
て
い
る
社
会
教
育
団
体
と
し
て
県

が
認
め
て
い
る
団
体
で
、そ
の
活
動
規
模
に
よ
り
県
か

ら
補
助
金
が
あ
り
ま
す
。
県
公
連
は
10
団
体
の
中
で
最

大
の
補
助
金
87
万
５
千
円
を
毎
年
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
平
成
28
年
度
は
県
公
連
が
事
務
局
で
私
が
社
団
懇

会
長
を
務
め
ま
し
た
。

　
⑵
社
会
教
育
機
関・団
体
と
の
連
携
事
業
、運
動
に
協
力

　
　
　
県
内
15
団
体
と
連
携
、協
力
を
し
て
い
ま
す
。
各
団
体

の
総
会
、事
業
に
県
公
連
と
し
て
参
加
や
来
賓
出
席
を

し
て
い
ま
す
。
出
席
要
請
が
あ
る
７
団
体
は
正
副
会
長

が
担
当
を
分
担
し
て
い
ま
す
。
こ
の
他
に
、県
社
会
教
育

委
員
、高
齢
者
大
学
運
営
委
員
、地
域
家
庭
教
育
推
進
協

議
会
委
員
の
特
別
委
嘱
も
受
け
て
い
ま
す
。

　
　
　

活
動
の
輪
を
広
げ
る
と
い
う
意
味
か
ら
、こ
れ
ら
の

団
体
と
の
連
携・協
力
は
意
義
が
深
い
と
思
い
ま
す
。

　
⑶
上
部
団
体
と
の
関
係

　
　
　

直
接
的
に
は
、関
ブ
ロ
と
全
公
連
が
上
部
団
体
で
す
。

会
長
は
新
潟
県
公
連
を
代
表
し
て
、関
ブ
ロ
理
事
、全
公

連
正
会
員（
議
決
権
が
あ
る
会
員
）に
な
り
ま
す
。
関
ブ

ロ
で
は
当
該
開
催
年
度
時
に
は
会
長
に
な
り
、翌
年
度

か
ら
副
会
長
、会
計
監
査
に
な
る
規
定
が
あ
り
ま
す
。

　

県
公
連
の
運
営
に
は
負
担
金
を
は
じ
め
改
善
す
べ
き
点
が

あ
り
ま
す
。今
後
は
、皆
さ
ん
か
ら
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を
お

聞
き
し
て
よ
り
良
い
運
営
が
図
ら
れ
る
よ
う
努
め
た
い
と
思

い
ま
す
。

№770（第３種郵便物認可）  平成29年４月15日 

理事会の様子
続いて行われる評議員会の運営や重要議題について意見交換をします。

社団懇総会の様子
　県の生涯学習推進課をはじめ、県社会教育施設の担当者が
施策説明をします。マイクは少年自然の家の指導課長。
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シ
リ
ー
ズ

シ
リ
ー
ズ

実
践

記
録
実
践

記
録

　

新
潟
市
ア
グ
リ
パ
ー
ク
で
は
、「
教
育
フ
ァ
ー

ム
」・「
六
次
産
業
化
支
援
」・「
就
農
支
援
」の
３
つ

の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
こ
で
は
、教
育
フ
ァ
ー

ム
事
業
の
実
践
を
紹
介
し
ま
す
。平
日
は
主
に
学
校
、

休
日
は
一
般
団
体
や
個
人
が
利
用
し
て
い
ま
す
。
市

外
の
団
体
か
ら
も
多
く
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
が
、今
年
度
は
６
つ
の
公
民
館
か
ら
も
利
用
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

新
潟
市
ア
グ
リ
パ
ー
ク
で
は
、学
校
・
一
般
団

体
・
個
人
向
け
に
そ
れ
ぞ
れ
農
業
体
験
学
習
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
一
般
団
体
向
け
は
19
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
ま
す
が
、そ
の
中
か
ら
特
徴
的

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
紹
介
し
ま
す
。

１　
米
粉
ピ
ザ
作
り
体
験

　

米
粉
を
70
％
使
用
し
た
ピ
ザ
生
地
に
、ほ
場
で
採

れ
た
野
菜
な

ど
を
各
自
が

自
由
に
ト
ッ

ピ
ン
グ
し
て
、

３
０
0
度
以

上
に
熱
し
た

石
窯
で
焼
き

上
げ
ま
す
。

石
窯
で
ピ
ザ

を
焼
い
て
い

る
と
こ
ろ
を

見
学
す
る
こ

と
も
で
き
ま

す
。

２　
搾
乳
・
餌
や
り
体
験

　

搾
乳
体
験
は
、牛
に
直
接
触
っ
て
体
温
を
感
じ
て

か
ら
搾
乳
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、餌
や
り
体
験
で
は
、

山
羊
や
羊
に
餌
を
や
り
な
が
ら
触
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
学
校
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、「
母
牛
の
乳
は
本
来

は
子
牛
の
た
め
に
出
し
て
い
る
」や「
命
の
大
切
さ
」

に
つ
い
て
も
学
ん
で
い
ま
す
。

３　
ほ
場
探
検
ツ
ア
ー
（
収
穫
体
験
）

　
新
潟
を
代
表
す
る
作
物
が
多
く
植
え
ら
れ
て
い
る

ほ
場
で
、季
節
を
感
じ
な
が
ら
旬
の
野
菜
を
収
穫
し

ま
す
。
収
穫
す

る
野
菜
に
関
す

る
ク
イ
ズ
を
し

た
り
、美
味
し

い
野
菜
の
見
分

け
方
を
聞
い
た

り
し
て
野
菜
に

つ
い
て
の
知
識

を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

４　
か
ま
ど
で
ご
飯
炊
き
体
験

　

米
と
ぎ
・

薪
割
り
・
ご

飯
炊
き
・
豚

汁
作
り
を
行

い
、昔
の
ご
飯

の
炊
き
方
を

体
験
し
ま
す
。

炊
き
あ
が
っ

た
羽
釜
の
ふ

た
を
開
け
る

と
き
は
、感
動

を
覚
え
る
た
め
か
い
つ
も
歓
声
が
上
が
り
ま
す
。
お

焦
げ
も
味
付
け
を
し
て
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、ア
イ
ス
・
バ
タ
ー
・
ス
ム
ー
ジ
ー
・

ナ
ン
・
ウ
ィ
ン
ナ
ー
作
り
体
験
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

五
感
を
使
っ
た
本
格
的
な
農
業
体
験
学
習
は
、新
潟

の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る

と
と
も
に
、ふ
る
さ
と
新
潟
の
す
ば
ら
し
さ
を
再
発

見
す
る
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

（
園
長
・
真
柄
正
幸
）

№770（第３種郵便物認可）  平成29年４月15日 

搾乳体験

その他のウィンナー作り体験

米粉ピザ作り体験

ほ場探検ツアー

かまどでご飯炊き体験

229
「ふるさと新潟大好き！
� 農業体験」

新潟市アグリパーク
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CirCle
サークル交流

　中地区公民館の竹野瑞奈さん
を紹介します。
　優しい口調と、屈託のない笑
顔に、自然と人が集まります。
電話の対応はとても丁寧で、公
民館一の美声で対応します。
　公民館では、どの事業も一生懸命取り組む竹野
さん。まずやってみる行動力があり、初めての事
業にもどんどんチャレンジしていきます。さらに
気配りを忘れない所は女子力高い！その一方、棚
の整理中に「あきゃー！！」の声で何事か？！と
見てみると、散乱した事務用品の山の中に座りこ
んでいたりとお茶目な一面もあり、竹野さんがい
ると毎日笑いが絶えません。でも、一瞬にしてい
つもの美声とほっこり笑顔で、窓口対応に向かい
ます。みなさん、竹野さんに会いたくなったでしょ
う？お近くにお越しの際は、ぜひ和気あいあいの
中地区公民館にお立ち寄りください。

（中地区公民館　加藤　朝香　記）

新潟市中地区公民館

主事　竹野　瑞奈さん

　聖籠町社会教育課に十数年ぶ
りに帰ってきた、小林　稔さん
を紹介します。以前は、若さと
情熱、少なくない闘争心を武器
に多くの課題や難題に立ち向っ
てきました。
　しかし、今や年齢も重ね、結婚＆父親にもなり、
人生経験値も数段アップし、若い職員から頼りに
なる先輩として活躍しています。
　出戻りとなっていますが、既成や前例にとらわ
れることなく、チャレンジする姿は以前と変わっ
ていません。
　さて、平成29年度は、町政施行40周年の記念
の年となります。町ではいろいろな企画が計画さ
れています。我が社会教育課でも町民会館を中心
に多くのイベントが開催される予定です。その中
心にはきっと小林補佐がいることでしょう。

（社会教育課　係長　神田　和典　記）

聖籠町教育委員会社会教育課

課長補佐　小林　　稔さん

一
服
の
お
茶
を
　
　

　
　
静
か
な
心
で

松
代
お
茶
の
会

　

松
代
の
お
茶
の
会
に
は
４
つ
の

グ
ル
ー
プ
が
あ
り
、私
た
ち
の
若
葉

会
も
そ
の
１
つ
で
す
。

　

若
葉
会
は
創
設
23
年
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
始
ま
り
は
以
前「
公
民

館
講
座
、初
歩
の
茶
道
教
室
」で
教

え
て
下
さ
っ
た
赤
沼
先
生
と
の
出

会
い
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
先
生

か
ら
の
ご
指
導
は
１
カ
月
に
１
度
、

５
月
か
ら
10
月
ま
で
で
す
。
若
葉

会
で
は
そ
の
他
に
１
カ
月
２
度
、稽

古
を
し
て
い
ま
す
。
松
代
の
文
化

祭
で
は
お
茶
を
点た

て
て
、来
客
の
皆

様
に
振
る
舞
っ
て
い
ま
す
。
最
近

は
立
ち
寄
っ
て
下
さ
る
方
も
増
え
、

も
て
な
す
事
の
難
し
さ
を
感
じ
な

が
ら
も
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
ず
っ
と
続
け
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
阿
賀
野
市・押
花
ク
ラ
ブ　
わ
す
れ
な
草

 

飛
田
野
應
子　
記

す
。
ま
た
、草
花
を
分
け
合
っ
て
育

て
た
り
、植
物
に
つ
い
て
情
報
交
換

し
た
り
し
な
が
ら
、会
員
同
士
の
親

睦
を
深
め
て
い
ま
す
。

　
更
に
、公
開
講
座
や
講
師
派
遣
な

ど
の
活
動
も
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
例
が
、毎
年
11
月
下
旬
～
12

月
上
旬
に
市
が
開
催
し
て
い
る
、親

子
向
け
の
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
づ

く
り
の
講
座
で
す
。
昨
年
は
、３
人

の
会
員
が
講
師
を
担
当
し
ま
し
た
。

自
然
の
材
料
を
使
っ
て
、オ
リ
ジ

ナ
ル
の
リ
ー
ス
を
楽
し
そ
う
に
作

る
子
ど
も
た
ち
の
姿
は
、会
の
原
動

力
に
な
っ
て
い
ま
す
。

自
然
を
活
か
し
た
　

　
　
　
作
品
づ
く
り

押
花
ク
ラ
ブ
　
わ
す
れ
な
草

　

私
た
ち
は
、４
～
11
月
の
期
間
、

阿
賀
野
市
ふ
れ
あ
い
会
館
で
月
２

回
活
動
し
て
い
る
、結
成
15
年
目
の

会
で
す
。

　
身
近
に
あ
る
草
花
、木
の
葉
な
ど

を
、押
花
や
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
に
し

て
、作
品
づ
く
り
を
楽
し
ん
で
い
ま

　
十
日
町
市・松
代
お
茶
の
会

 

若
葉
会　
鈴
木
八
重
美　
記
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気

す

元

で

か

お
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切
り
替
え
た
こ
と
が
後
の
成
功
に
つ

な
が
っ
た
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

転
機
の
春
は
、挑
戦
の
季
節
で
も

あ
り
ま
す
。
種
を
ま
く
春
、芽
を
心

待
ち
す
る
春
。稲
森
さ
ん
の
よ
う
に
、

「
嘆
か
ず
、う
ら
ま
ず
、腐
ら
ず
、ね

た
ま
ず
」に
前
を
向
く
人
生
を
送
り

た
い
も
の
で
す
。

　
私
？
も
う
遅
い
。 

（
田
原
）

　
春
は
転
機
の
と
き
で
す
。

　
財
界
の
重
鎮
の
一
人
で
あ
る
稲
森

和
夫
さ
ん（
京
セ
ラ
、Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
創
業

者
）は
、若
い
時
の
春
、中
学
受
験
に

失
敗
し
、大
学
、就
職
試
験
も
失
敗
し

た
経
験
が
あ
る
そ
う
で
す
。
そ
の
時

「
も
う
行
く
と
こ
ろ
は
な
い
。
愚
痴

を
言
う
よ
り
一
生
懸
命
や
ろ
う
」と

事
務
局
長
の

つ
ぶ
や
き

　

長
年
保
育
所
の
仕
事
を
し
、勤

務
を
離
れ
て
か
ら
17
年
、好
き
な

畑
仕
事
を
し
な
が
ら
、趣
味
の
会

（
民
謡
を
踊
る
会
、小
物
を
作
る
会

な
ど
）に
入
り
、牧
振
興
会
の
お
手

伝
い
も
10
年
程
い
た
し
ま
し
た
。

こ
う
し
て
、い
ろ
い
ろ
な
事
に
携

わ
り
、地
域
の
皆
さ
ん
と
の
関
わ

り
を
持
っ
て
き
ま
し
た
。

　

公
民
館
運
営
委
員
も
６
年
前
か

ら
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
保
育

所
勤
務
の
頃
、大
変
お
世
話
に
な
っ

た
公
民
館
で
す
。
赤
ち
ゃ
ん
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
を
対
象
と
す
る
公

民
館
活
動
、内
容
も
幅
広
く
、人
々

が
多
方
面
に
渡
り
学
習
し
、潤
い

の
あ
る
日
々
を
過
ご
せ
る
よ
う
、

指
導
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

公
民
館
ば
か
り
で
な
く
、い
ろ

い
ろ
な
方
面
か
ら
学
習
の
場
が
提

供
さ
れ
て
い
ま
す
が
、す
み
ず
み

の
人
達
に
ま
で
届
か
な
い
悩
み
が

あ
り
ま
す
。
昔
に
帰
っ
て
小
さ
な

地
域
に
足
を
運
び
、学
習
の
場
を

提
供
し
て
い
く
し
か
な
い
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
と
に
か
く
高
齢
に
な
っ
て
い
る

私
で
す
が（
73
歳
）、な
る
べ
く
沢

山
公
民
館
に
足
を
運
び
、地
域
の

皆
さ
ん
の
お
手
伝
い
を
で
き
る
限

り
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
地
域
の

皆
さ
ん
と
共
に
楽
し
く
生
き
い
き

と
し
た
日
々
を
過
ご
す
た
め
に
…

　
こ
れ
か
ら
も
元
気
で
お
手
伝
い

を
続
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

横
尾
　
篤
子

（
上
越
市
）

※「
お
元
気
で
す
か
」の
コ
ー
ナ
ー
は
現
役
を
リ
タ
イ
ア
し
た
方
が
そ
の
後
も
元
気
に
活
動
し
て
い
る
様
子
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

　
第
２
回　
５
月
25
日（
木
）

　

 「
研
修・講
座
の
つ
く
り
方
～
成

功
の
秘
訣
～
」

　
第
３
回　
５
月
26
日（
金
）

　
　
講
師：日
本
大
学

 

助
教　
佐
藤　
晴
雄

　
第
４
回　
11
月
22
日（
水
）

　
① 「
見
附
市
の
市
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
講
座
企
画・

運
営
」

　
　
講
師：見
附
市
公
民
館
職
員

　
② 「
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
事
業

を
振
り
返
っ
て
」

　
　

 「
学
び
を
楽
し
み
、地
域
に
貢

献
！
～
地
域
資
源・
人
材
を

生
か
し
た
講
座
企
画
で
ま
ち

が
元
気
に
な
る
～
」

　
　
講 

師：大
阪
府
交
野
市 

生
涯
学
習
推
進
職
員
の
た
め
の 

「
基
礎
研
修
会
」開
催

　
県
立
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー

で
は
、平
成
29
年
度
の
事
業
と
し

て
次
の
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
平
成
29
年
度　
生
涯
学
習
推
進

職
員
研
修
会「
基
礎
研
修
会
」

◆
講
義
と
演
習

　
第
１
回　
４
月
28
日（
金
）

　
① 「
生
涯
学
習
推
進　

は
じ
め

の
一
歩
」

　
　
講
師：県
立
生
涯
学
習

 

推
進
セ
ン
タ
ー
所
長

　
② 「
生
涯
学
習
、社
会
教
育
の
意
義

と
生
涯
学
習
推
進
職
員
の
役
割
」

　
　
講
師：新
潟
医
療
福
祉
大
学

 

助
教　
佐
藤　
裕
紀

交
野
お
り
ひ
め
大
学 

総
合
プ
ロ
デ
ュ
サ
ー・理
事

 

甲
斐　
　
健

◆
会
　
　
場

　
県
立
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー

◆
参
加
対
象

　
県
内
生
涯
学
習
推
進
関
係
職
員

◆
参
加
料　
無
料

◆
定
　
　
員　
40
名

◆�

申
し
込
み　
４
月
21
日（
金
）ま

で
に
。「
ラ・
ラ・
ネ
ッ
ト
」か
ら

申
込
で
き
ま
す
。

＊ 

４
回
の
う
ち
参
加
回
を
選
択
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

＊
問
い
合
わ
せ

　
担
当：県
立
生
涯
学
習

　
推
進
セ
ン
タ
ー　
小
林　
朋
広

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
２
５
‐
２
８
４
‐
６
１
１
０

「
地
域
活
動
の
お
手
伝
い
を
通
し
て
」

美しい国土と豊かな環境を未来の世代に
　過疎地域には、安全・安心な食料や水の供給、エネルギー
の提供、国土の保全、災害の防止、地球温暖化の防止等のほか、
都会の人々のやすらぎや教育の場として、国民全体の安全・
安心な生活を支える極めて重要な公益的機能があります。
　私たちは、過疎問題の解決を国民全体の課題と捉え、継続
した取り組みが必要であると考えています。

新潟県過疎地域自立促進協議会
会長（出雲崎町長）　小　林　則　幸
新潟市中央区新光町4-1　新潟県自治会館内
TEL 025（285）0041　　FAX 025（285）1609

　　◆新潟県内の過疎市町村（14市町村） 
　　　長岡市、上越市、柏崎市、十日町市、村上市、糸魚川市、妙高市、佐渡市、 
　　　魚沼市、阿賀町、出雲崎町、津南町、関川村、粟島浦村
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